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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

■２市１町連絡調整会議
※県・市町旅券事務連絡会議

４ 期待する成果
・身近な場所で旅券の発給申請や受取ができることにより、移動時間の短縮や交通費の軽減
　が図られ、住民の利便性が高まる。

５ 事業の内容

・定例会等に湘南パスポートセンターの運営状況等を報告し、必要な調整を行う。
・２市１町の旅券発給事務所管部署による連絡調整会議を定例的に開催して、湘南パスポー
　トセンターに係る事務の管理、執行について連絡調整を行う。
・新型コロナウィルス感染症に関連して、旅券事務の取扱件数等に大きな変化が生じている
　が、従前どおり適正な事務執行体制を維持し、引き続き感染抑止に努める。混雑時に待合
　スペースが不足し、過密が生じていた施設上の課題については、新たにスペースを賃借す
　るなど対策を継続して講じている。
・令和４年度末から、国のデジタル・ガバメント計画に位置付けられている一般旅券申請の
　一部電子化が県下一律に開始となる予定であることから、実施に向けた準備と円滑な運用
　を目指す。

スケジュール

３ 事業の目的

・県から権限移譲を受けた旅券発給事務について、２市１町が共同で行うことにより、住民
　サービスの向上を図る。
・SDGsの目標１７に掲げられているグローバルパートナーシップの活性化の基礎となる旅券
　の申請・交付事務を確実に安定的に実施する。

SDGsとの関連

【目標11】住み続けられるまちづくりを 【目標17】パートナーシップで目標を達成しよう

２ 概要・
   取組経過

・藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町の２市１町では、住民サービスの向上を図るための広域連携施
　策として、神奈川県から旅券発給事務の権限移譲を受け、平成２４年７月２日に「湘南パ
　スポートセンター（藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町）」を開設した。
・２市１町の旅券発給事務所管部署による連絡調整会議を定例的に開催して、湘南パスポー
　トセンターに係る事務の管理、執行について連絡調整を行うとともに、定例会で運営状況
　を報告している。
・令和２年２月には、新旅券の交付が開始となり、また国のデジタル・ガバメント計画にも
　旅券の電子申請が位置付けられるなど、旅券申請・交付事務を取り巻く環境も大きく変化
　してきている。

専門部会名 事務研究部会

湘南広域都市行政協議会　令和４年度事業計画書

１ テーマ １－（１）　旅券発給事務の共同処理に係る連絡調整

■２市１町連

絡調整会議

次年度事業■

計画報告

電子申請導入
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収入計 0

９ 備考

特定財源

市町村振興協会助成金 0

湘南パスポートセンターの運営経費は、「２
市１町の一般旅券の申請受理等に関する事務
の委託に係る経費負担等に関する協定書」に
基づき各市町で負担。

事業費負担金(2市1町) 0

その他 0

一般財源 0

８ 予算要求額

節別

支出計 0

財源内訳 金額（千円） 備考

委 託 料 0 　

使用料及び賃借料 0 　

需 用 費 0 　

役 務 費 0 　

金額（千円） 内訳等

報 償 費 0

旅 費 0

・年度毎の連絡調整を通じて課題解決を図り、適正かつ円滑な旅券発給事務を行っていく。
・令和４年度に続く第２段として、令和６年度に導入を見込んでいる一般旅券申請の電子化
　に向けて、情報収集など準備を進める。

７ 予算見込額
　  （千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

0 0 0

６ 今後の展望・
　 方向性

取組の全体像

令和4年度 令和5年度 令和6年度

適正かつ円滑な旅券発給事務の執行

旅券申請の（一部）電子申請の導入、運営

2



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 ■男女共同参画特別講演会

２ 概要・
   取組経過

・２市１町が個別に実施している各種講座、研修会等の参加対象者（住民、職員）を平成
　２１年度から２市１町エリアに拡大した。

・平成２２年４月に２市１町人権・男女共同参画連携推進会議運営要領を制定し、男女共同
　参画に関する特別講演会やリーフレットの作成・配布、県・関係機関を加えての地域ＤＶ
　対応情報交換会を開催している。

専門部会名 事務研究部会

湘南広域都市行政協議会　令和４年度事業計画書

１ テーマ １－（２）　人権・男女共同参画に向けた取組

３ 事業の目的

・広域的見地から協議及び情報交換等を行うことにより、（１）人権関連施策（２）男女共
　同参画関連施策（３）地域ＤＶ対応関連施策の推進を図る。

・SDGsの関連目標の達成を図るために、正しい人権意識を持つための啓発や教育を２市１町
　の広域において効果的に取り組む。

４ 期待する成果
各種講座等の参加機会拡大等による住民サービスの向上と行政の効率化、広域的なＤＶ対応
の実現につなげる

５ 事業の内容

・男女共同参画特別講演会の共同開催

・ＤＶ防止パンフレットの共同作成及び配布

・個別に実施している各種講座等への参加機会の拡大

・人権・男女共同参画連携推進会議の開催（上記事業の検討及び情報交換）

・県・警察・女性相談所・児童相談所等との地域ＤＶ対応情報交換会の開催

なお、これらの事業を持続可能な社会の実現のための開発目標であるSDGsの関連目標と結び
付け、取組を実施します。

スケジュール

SDGsとの関連

【目標５】ジェンダー平等を実現しよう 【目標10】人や国の不平等をなくそう

【目標16】平和と公正をすべての人に 【目標17】パートナーシップで目標を達成しよう

ＤＶ防止パンフレットの共同作成及び配布

個別に実施している各種講座等への参加機会の拡大

人権・男女共同参画連携推進会議・地域ＤＶ対応情報交換会の開催
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　９　備考

財源内訳 金額（千円） 備考

特定財源

市町村振興協会助成金 132

(公財)神奈川県市町村振興協会の助成金を活用
(R4：10/10助成)

事業費負担金(2市1町) 0

その他 0

一般財源 0

収入計 132

使用料及び賃借料 0 　

支出計 132

役 務 費 1 振込手数料

委 託 料 0 　

旅 費 0

需 用 費 131 ＤＶ防止啓発パンフレット

ＤＶ防止のための意識啓発事業

節別 金額（千円） 内訳等

報 償 費 0

委 託 料 0 　

財源内訳 金額（千円） 備考

特定財源

市町村振興協会助成金 260

(公財)神奈川県市町村振興協会の助成金を活用
(R4：10/10助成)

事業費負担金(2市1町) 0

その他 0

一般財源 0

収入計 260

男女共同参画特別講演会事業

８ 予算要求額

節別 金額（千円） 内訳等

報 償 費 180 講師・協力者謝礼

旅 費 0

需 用 費 73 講演会チラシ等

役 務 費

使用料及び賃借料 0 　

支出計 260

7 振込手数料

・令和４年度も引き続き男女共同参画特別講演会の共同開催及びＤＶ防止パンフレットの
　共同作成事業を実施する。

・２市１町においても「パートナーシップ宣誓制度に係る自治体間連携に関する協定」を
　令和３年１２月に締結し、令和４年２月１日から連携が開始となったことなどから、
　性的マイノリティについての理解を深めるための講演会を実施する。

・２市１町それぞれで実施している各種講座等への参加機会の拡大及び情報共有や連携推
　進を継続する。

７ 予算見込額
　  （千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

392 392 392

６ 今後の展望・
　 方向性

取組の全体像

令和4年度 令和5年度 令和6年度

（１）人権関連施策（２）男女共同参画関連施策（３）地域ＤＶ対応関連施策の推進
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　 　

　

　

　

４ 期待する成果 ・職員の資質向上とともに、住民サービスの向上や行政の効率化につながる。

５ 事業の内容

・令和３年度のSDGs研修を踏まえ、実践につながるようなSDGs研修を開催する。
・新型コロナウイルス感染症の影響が続くことが予想されるため、会場を分散するなどの対
　策を行う。
・若手職員を対象に、人材育成及び広域行政の視点を取り入れ、資質の向上を図るとともに
　率先して行動できる職員の育成を目指す。

スケジュール

■研修の開催

３ 事業の目的
SDGs目標１７の達成に向け、次の目的を持って事業を実施する。
・相互の行政サービスについて理解を深める。
・交流を図ることにより、幅広い視野と広域的な行政感覚を身につける。

SDGsとの関連

【目標11】住み続けられるまちづくりを 【目標17】パートナーシップで目標を達成しよう

２ 概要・
   取組経過

・平成２６年度より、効果的な広域合同研修講座を実施するために、職員研修担当課と協議
　を重ね、平成２７年度から研修を統合して実施している。
・２市１町の職員を対象に、平成２７年度から「フューチャーセッション研修講座」を開催
　し、チームビルディング研修及び広域行政に関する研修を実施している。
・令和２年度は、新型コロナウイルス感染症抑止の観点から合同研修の開催を断念した。
・令和３年度は、「フューチャーセッション研修講座」を予定していたが、新型コロナウイ
　ルス感染症の影響により、活用を予定していた地域別研修助成事業が休止となったため、
　当該研修は中止とした。それに代わり、市町村共同事業助成金を財源に、ｅラーニングを
　活用したSDGsに関する職員研修を開催した。
・令和４年度も新型コロナウイルス感染症の影響が続くことが予想されるため、状況を見極
　めて研修の実施方法を検討する必要がある。

専門部会名 事務研究部会

湘南広域都市行政協議会　令和４年度事業計画書

１ テーマ １－（３）　広域合同研修講座の開催

調整及び準備

次年度の検討開催骨子の検討

内容の決定
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収入計 497

９ 備考

特定財源

市町村振興協会助成金 497

(公財)神奈川県市町村振興協会の市町村共同
事業助成金を活用(R4：10/10助成)
※令和４年度も引き続き地域別研修助成金が
休止となったため。

事業費負担金(2市1町) 0

その他 0

一般財源 0

８ 予算要求額

節別

支出計 497

財源内訳 金額（千円） 備考

委 託 料 0

使用料及び賃借料 0

需 用 費 110 資料代等消耗品

役 務 費 2 振込手数料

金額（千円） 内訳等

報 償 費 385 講師謝礼

旅 費 0

・２市１町で開催するメリットを十分活かしながら、広い視野を持った人材の育成に主眼
　をおいた研修を実施することで、実務にも反映できるスキルや手法を身につけていく。

７ 予算見込額
　  （千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

497 445 445

６ 今後の展望・
　 方向性

取組の全体像

令和4年度 令和5年度 令和6年度

広域合同研修講座の実施
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